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  耳は口ほどに‥ 
   耳鼻咽喉科 大山 健二 副院長      
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～病院の基本理念～ 
満足と納得が得られる医療の実践 

～ 基本方針 ～ 
●患者さんの安全と安心を第一に考える医療を実践します。 
●患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します 
●科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します。 
●地域の方々と勤労者の健康管理を支援します。 

 「目は口ほどに物を言う」と言われますが、耳鼻咽喉科を受診する患者さんの耳を長年診

てきますと、耳が語ってくれることの多彩さも、目に負けてはいないように感じられます。 

 木の年輪のように鼓膜に残る、小さい頃に繰り返した中耳炎の痕跡。耳の穴の奥や鼓膜表

面に漆喰を塗り固めたような様子から推測される、入浴後の念入りな耳掃除。ペットと生活を

共にしている方が増えていることを反映してか、猫や犬の毛が耳穴の奥に入り込んでいるの

が見つかることもしばしばです。これらのことには特に実害はなく、患者さんとの会話のきっ

かけとなるくらいのことです。 

 一方で、自覚症状が全くないにもかかわらず、放ってはおけない病気が見つかることも稀で

はありません。鼓膜の一部がポケットのように深く凹んで癒着してしまっていたり、耳垢が異

常に厚く堆積して、その周囲の骨を溶かしてしまっているのが見つかったりすることがあるの

です。 

 学校検診では耳もしっかり診ることになっていますが、通常の職場健診では聴力が大まか

な基準を満たしているかどうかのチェックを行うのみですので、耳の中を覗いてもらう機会は

なかなかありません。前述のような事態が全く気づかれることなく、病気が密かに進行してし

まうことも実はあるのです。 

 胸部X線撮影や消化器の内視鏡検査、血液・尿検査などを含んだ検診の重要性は言うま

でもありませんが、時には耳鼻咽喉科的な検診もお考えいただきたいと思います。 

発行日 平成30年3月14日 



 救急科発足にあたって                 

救急科部長 赤田 昌紀 

 平成30年1月1日から東北労災病院に救急科が発足しました。救急医療は医療の原点であり、

看護師、研修医も含めすべての医療者が実践するもので、当院ではこれまでも各科が協力して

救急患者の受け入れを行っておりました。現在でも各々の診療科が呼吸器科は肺炎、循環器科

は心筋梗塞、外科は腹膜炎といったそれぞれの科特有の救急疾患の診療をしています。 

 近年までの日本の病院は、開業医の先生方から診断・紹介されてきた患者さんについて各々

の科に入院し、より詳しい検査をして確定診断をする、もしくは手術などの治療を行うことを主な

目的として発展してきました。このため各科ごとの専門性は高まり当院の様な一般病院でも高度

な治療を受けることが可能となっています。しかし症状が多く診断が困難だったり、もしくは様々な

病気を持っていていろいろな科の治療を受けなければならない患者さんの対応はおざなりになっ

ています。また病気は昼間だけゆっくり起こるものだけではなく、交通事故のように予期しない怪

我や突然発生した耐えられないお腹の痛み、胸の苦しさなど緊急の対応が必要になり救急車を

呼ぶこともあります。しかし病院側では電話で胸痛、腹痛などの症状を聞いただけでは何科の病

気か判断に困り、もしくは当該科が存在しないため救急車の受け入れを躊躇することでいわゆる

「救急車たらい回し」の一因ともなっておりました。救急科の役割はこういった救急患者さんを受

け入れて血圧が低い、呼吸状態が悪いなど命に関わる場合はいち早く治療を行い、また症状か

ら早急に診断し各科の専門診療（縦軸の診療）へと橋渡しする、いわば横軸の働きです。     
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 全国の救急車の出動件数は平成20年以来連続し

て増加し毎年過去最多を更新し続けています。特に

高齢者の搬送割合が増加しており平成27年度には

全体の約6割に達しました。このような人の中には老

衰、認知症、衰弱などで点滴や抗生剤を投与するだ

けなのですが、入院時の診療科の決定が困難となる

人たちや、ホームレス、独居老人、老々介護者など

医学的介入の必要がなかったり軽度でも社会的理

由にて帰宅できない方々が増えています。救急科で

はこういった方々も積極的に受け入れ、当院周辺・

青葉区北部地域および泉区の救急科、当院かかり

つけ患者さんが他院に搬送されることなく当院で医

療が完結できる体制づくりを目指したいと思います。 
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患者さんへのお知らせ 

平成３０年５月1日（火）から 
電子カルテが導入されます。 

 職員一同、患者さんにご迷惑とならないよ

う操作の習得に努めておりますが、稼働当初

は混乱が予想されます。 

 また、一部受診の手順が変わるなど、何か

とご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力

をお願い申し上げます。 
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駐車場ご利用の方へお知らせ 

 平成30年4月１日（日）より、駐車場管理をタイムズ24株式会社へ委託します。 

 これに伴い、駐車場の一部料金を変更させていただきますので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。 

【駐車場利用料金】 

・外来患者   1回100円（従来通り） 
 
・一般の方   入庫後60分毎300円 
 

※ 3月10日～31日までの工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご了承くださいますよう   

  お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ただし、外来患者も一般患者も 
最初の30分は無料です。 

お知らせ ～みやぎのお医者さんガイド～ 

この近くに内科はあるの？ 

今日診察をしている耳鼻科を探したい・・・ 

こんな時に役に立つのが「みやぎのお医者さんガイド」です。 

パソコンやスマートフォンで使えます。 

日頃の健康管理に役立ててください。 



ろうさい医イはなし 今後の予定 

 当院の職員が病気について、治療についてなど知っておくとちょっといい話を皆様に分かり

やすくお話しします。 

 第2・第4水曜日の午後1時半から1時間程度、１階ステンドグラス前で開催いたします。 

 

3月14日 健診のすすめ  健康診断部副部長 長澤 美穂 
 健康で自立した生活を送ることのできる期間‐「健康寿命」‐を延ばすためには、病気を未然に

防ぐことや、早期に発見し治療することが重要です。そのためには定期的に健診や人間ドックを

受け、自分の体の状態をチェックすることが必要です。当院での健診や人間ドックの特徴、実際

に早期発見された例などについて説明します。 
 

3月28日 乳がんについて  最近の話題から  乳腺外科部長 本多 博 
 乳がんは女性の罹患数が最も多いがんで、早期発見が重要ですが、高濃度乳房対策が課題

であり、来年度から仙台市乳がん検診にエコー(超音波)検査が導入されます。また、当科で昨年

より行っている乳房再建や、1月から開始した遺伝性乳がん(HBOC)のスクリーニングについて、

更に抗がん剤の副作用対策や新規薬剤を含め、最近の乳がん診断・治療のポイントをわかりや

すく解説します。 
 
4月11日・25日 未定 
 
 ご質問等ございましたら東北労災病院 地域医療連携室（直通：０２２－２７５－１４６７）までご

連絡下さい。 

■紹介状持参が必要となります。 

 整形外科・胃腸科・糖尿病代謝内科・眼科・歯科（予約制）を初めて受診する方・予約票をお

持ちでない方（前回の受信から半年位が目安です。）は紹介状が必要となります。当院は急性

期病院（緊急・重傷な状態にある患者さまに対して入院・手術・検査など高度で専門的な医療

を提供する病院）です。紹介状があれば病歴・検査結果等の把握ができ効率的な医療を受け

られます。 

■予約が必要となります。 

 緩和ケア内科・老年内科・産婦人科・放射線治療科・リウマチ科を初めて受診する方は予約

が必要となります。 

■症状の安定した患者さまは、かかりつけ医へ紹介します。 

 当院で検査・診断・治療をおこない症状が落ち着いたあとは、紹介元へ逆紹介をし、そこで継

続して治療をお願いする場合もあります。かかりつけ医から当院での診療が必要とされた場合

は対応いたしますのでご安心ください。 

 クリニック・診療所と病院が連携しており安心した医療を受けられます。 

【東北ろうさい病院・掲示板】 
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イベント情報 

～どんと祭～ 
 平成30年1月14日（日）に仙台東照宮にてどんと祭が開催され、当院も毎年恒例行事である裸

参りを行いました。 

 新規採用者を中心に総勢43名（男性15名、女性28名）が参加し、患者さまの健康回復と当院の

発展を祈願して参りました。 

 当日は寒さが厳しいなかでの参拝となりましたが、温かいご声援をいただき最後までやり遂げ

ることができました。皆さまにはお礼を申し上げる次第です。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仙台フィルハーモニーによる演奏会のお知らせ 
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 下記の日程で仙台フィルハーモニーによる演奏会を開催いたします。尐しでも関
心のある方は是非足をお運びください。 

 

・日程  平成30年3月23日（金） 
 
・時間  16時30分開始予定 
 
・場所  東北労災病院 1階ステンドグラス前 
 
 



登録医ご紹介            あさひがおか眼科      

院長 陳 進志 

 あさひがおか眼科の陳と申します。2009年まで約6年間の東北労災病院在任中は、佐藤克己

先生を初め沢山の先生にお世話になりました。 

 あさひがおか眼科は青葉区旭ヶ丘にあり地下鉄旭ヶ丘駅から徒歩2分、ビル2階の小さな診療

所です。隣に立体駐車場があり車での来院も可能です。結膜炎などの他、緑内障薬物治療、白

内障手術、網膜疾患へのレーザー治療等を行っております。またアレルギー専門医でもありス

ギ花粉症、ダニアレルギーへの舌下免疫療法も可能です。 

 労災病院に程近い旭ヶ丘は綿谷先生（池田クリニック：小児科・耳鼻咽喉科）、江川先生（江川

クリニック：内科・消化器科・胃腸科）初め労災OBの開業医もおられ、当院患者様の多くは労災

病院の様々な科に通院していらっしゃいます。労災病院眼科には佐藤肇先生在任中はもちろん、

現在の安田正幸先生、橋本和軌先生にはいつも患者様を紹介させていただいております。眼科

医師の人数が減って大変なところ申し訳ありませんが、お二人の優しさに頼りきりです。視能訓

練士や受付のスタッフも大変充実しており心強いです。 

 未治療の糖尿病網膜症患者さんが来られることがいまだにあり、僭越ながら糖尿病代謝内科

にご紹介させていただくこともあります。日ごろ患者さんのことでは沢山の科に連絡を取らせてい

ただいておりますが三浦先生、宗像先生始め私が勤務していた時から勤務していらっしゃる先

生方の存在も頼もしいです。 

 当院はMMWINに加入し、東北大学病院眼科とは眼科連携システムで検査画像データのやり

取りをしていますが今後は労災病院とも連携できればと思います。今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 
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〒981-0904 

宮城県仙台市青葉区旭ヶ丘3丁目26-21 小竹ビル2F 

電話番号：022-727-5391 



外 来 診 療 予 定 表 
【受付時間】8：15～11：00（初診・予約受診の方） 
※再来受付機の受付は7：45～11：00 
夜間及び土・日・祝日は救急対応 

胃腸科・糖尿病代謝内科・整形外科・眼科・歯科を始めて受診する方・予約票をお持ちではない方は紹介状が必要となります。 

平成30年3月1日現在 

 受付時間  ８：１５～１１：００ 
独立行政法人 労働者健康安全機構 東北労災病院  〒９８１－８５６３ 宮城県仙台市青葉区台原４－３－２１ 

代表電話 ０２２－２７５－１１１１   代表FAX ０２２－２７５－４４３１         

地域医療連携室        直通電話 ０２２－２７５－１４６７      直通FAX ０１２０－７７２－０６１ 
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